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開会 午前１０時００分 

○議長(阿部 寛治) おはようございます。 

  本日は、全員出席で開議は成立いたします。 

  本日の日程に入ります前に、９月８日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  発言内容を慎重に検討し、一部文言及び字句等の訂正を行っております。 

  ご協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットの掲載の議事日程のとおりでございます。 

  これより、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第４５号「篠栗町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○文教厚生委員長(今長谷 武和) おはようございます。 

  議案第４５号「篠栗町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正す

る条例について」 

  本議案は、児童扶養手当法施行令が、平成２８年８月１日に一部改正されたこと

に伴い、関係規定を改正する必要が生じたため、本条例の一部を改正することにつ

いて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の概要としては、引用しておりました施行令の第２条４の項の番号が変わっ

たため、「５項を８項」に「４項を７項」に改めたもので、内容についての変更は

ありません。 

  また、この条例は公布の日から施行し、改正後の本条例の規定は、平成２８年８

月１日から適用するものです。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 
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  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２、議案第４６号「篠栗町下水道条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題といたします。 

  本案に対する文教厚生委員長からの報告は、会議規則第７５条の規定により、タ

ブレットに掲載のとおり、閉会中の継続審査とする申出書が提出されています。 

  お諮りします。 

  本案を委員長申し出のとおり、閉会中の継続審査にすることに賛成の方はご起立

願います。 

  賛成多数と認めます。 

  よって、議案第４６号は、委員長申し出のとおり、閉会中の継続審査とすること

に決定しました。 

  日程第３、議案第４７号「平成２７年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○決算特別委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第４７号「平成２７年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定について」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度篠栗町一般

会計歳入歳出決算に監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められたものであり

ます。 

  歳入総額１００億１３６万７,３８３円、歳出総額９４億５,９４９万４,８８４

円、歳入歳出差引額５億４,１８７万２,４９９円です。 

  翌年度への繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額１億５,９５３万６,０００円、

実質収支額は３億８,２３３万６,４９９円です。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 
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  当委員会において採決の結果、全員賛成にて、原案のとおり認定いたしておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方のご起立を願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４７号は、委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  日程第４、議案第４８号「平成２７年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○決算特別委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第４８号「平成２７年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度篠栗町国民

健康保険特別会計歳入歳出決算について監査委員の意見を付けて、議会の認定を求

められたものであります。 

  歳入総額３６億１,２４９万４,６３２円、歳出総額３７億６,２１０万６,６３８

円、歳入歳出差引額マイナス１億４,９６１万２,００６円。 

  翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は、マイナス１億４,

９６１万２,００６円です。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定いたしております。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 



－ 55 －

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４８号は、委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

  日程第５、議案第４９号「平成２７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○決算特別委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第４９号「平成２７年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について」 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度篠栗町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算について監査委員の意見を付けて、議会の認定を

求められたものであります。 

  歳入総額３億５,９１２万８,２９５円、歳出総額３億５,３３４万２,１４２円、

歳入歳出差引額５７８万６,１５３円、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんの

で、実質収支額は５７８万６,１５３円です。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定いたしております。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 
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  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４９号は、委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

  日程第６、議案第５０号「平成２７年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余

金の処分及び決算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○決算特別委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第５０号「平成２７年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及

び決算の認定について」 

  本議案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２７年度篠栗町流

域関連公共下水道事業会計決算に伴う剰余金を平成２７年度篠栗町流域関連公共下

水道事業剰余金処分計算書のとおり処分し、併せて同法第３０条第４項の規定によ

り、平成２７年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計決算について監査委員の意見

を付けて、議会の認定を求められたものであります。 

  地方公営企業会計について、下水道事業会計収益的収入額(税込)７億９,８３８

万８０２円、収益的支出額(税込)７億８,５０８万１,９６０円、当年度純利益(税

抜)１,４６８万７,７３０円、前年度繰越利益剰余金０円です。 

  当年度未処分利益剰余金１,４６８万７,７３０円です。 

  地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の認定を求められた剰余金

処分１,０００万円、減債積立金の取り崩し後、自己資本金に組み入れ１,０００万

円、処分後の自己資本金４,６５１万４,０７５円、繰越利益剰余金の残高４６８万

７,７３０円です。 

  次に、資本的収入額(税込)３億１,４８１万７,６００円、資本的支出額(税込)４

億２,３９１万４,７７９円です。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足する１億９０９万７,１７９円は、当年度利

益剰余金処分額１,０００万円及び引継金９,９０９万７,１７９円、で補填してお

ります。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定いたしております。 

  報告を終わります。 
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  以上です。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５０号は、委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

  日程第７、議案第５１号「平成２７年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定について」を議題といたします。 

  本案も決算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○決算特別委員長(今長谷 武和) 議案第５１号「平成２７年度篠栗町水道事業会計

剰余金の処分及び決算の認定について」 

  本議案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２７年度篠栗町水

道事業会計決算に伴う剰余金を平成２７年度篠栗町水道事業剰余金処分計算書のと

おり処分し、併せて同法第３０条第４項の規定により、平成２７年度篠栗町水道事

業会計決算について監査委員の意見を付けて、議会の認定を求められたものであり

ます。 

  地方公営企業会計について、水道事業会計収益的収入額(税込)４億８,４１９万

９,４４７円、収益的支出額(税込)４億９,４１５万２,０９５円、当年度純損失(税

抜)１,４８９万６,０４０円、前年度繰越利益剰余金２億７８９万５,９０５円、当

年度未処分利益剰余金１億９,２９９万９,８６５円です。 

  収益的収入額が収益的支出額に不足する１,４８９万６,０４０円は、前年度繰越

剰余金で補填しております。 

  地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、議会の認定を求められた、剰余

金処分０円、減債積立金の取り崩し後、自己資本金に組み入れ７,０３５万８,５０

９円、処分後の自己資本金１６億３,８１２万３,６７７円、資本剰余金の残高９２

万６,１６８円、繰越利益剰余金の残高１億９,２９９万９,８６５円です。 
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  次に、資本的収入額(税込)０円、資本的支出額(税込)１億６,３８３万４,３５６

円、法第２６条の規定により、繰越額５６５万５６０円です。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足する１億６,３８３万４,３５６円は、当年度

消費税資本的収支調整額４９４万３,３９２円、損益勘定留保資金８,８５３万２,

４５５円及び、減債積立金取り崩し額７,０３５万８,５０９円で補填しております。 

  詳細につきましては、決算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり認定いたしております。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は認定です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５１号は、委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

  日程第８、議案５２号「平成２８年度篠栗町一般会計補正予算(第２号)につい

て」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第５２号「平成２８年度篠栗町一般会計補正予算(第２号)について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１億８０３万４,０００円を追加

し、予算の総額を歳入歳出それぞれ９５億２,０２７万１,０００円とするものであ

ります。 

  歳入の主なものは、国庫支出金のうち保育対策総合支援事業費補助金に２４０万

円。 

県支出金のうち、小中一貫教育推進事業委託金に７７万９,０００円、繰越金に

４億４,１８７万２,０００円、諸収入のうち受託事業収入に４,０００万円。 
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町債のうち、自然災害防止事業債に１,４２０万円をそれぞれ増額補正するもの。 

  また、町債のうち、臨時財政対策債から６８３万３,０００円、防災基盤整備事

業債から９７０万円。 

地方交付税のうち、普通交付税から３億７,７７６万３,０００円をそれぞれ減額

補正するものであります。 

  歳出の主なものは、総務費では、下町区法面復旧工事及び設計委託に１,４２０

万円。 

  民生費では、国県補助金返還金に１,４６２万９,０００円、乳幼児医療費不足分

に２５２万円、地域介護・福祉空間整備等事業補助金に２０８万２,０００円、保

育対策総合支援事業費補助金に３２０万円。 

  衛生費では、国県補助金返還金に１１０万円。 

  農林水産費では、農業振興特別対策事業補助金に２４８万４,０００円。 

  土木費では、道路橋梁費で一の瀧線道路改良工事費ほかに１,７００万円。 

  河川費では、津波黒地区水路復旧工事費ほかに４,４５０万円。 

  教育費では、小中一貫教育推進事業経費に７７９万円、指定文化財保護補助金に

４５万４,０００円、津波黒集会所空調設備改修工事費に１４万１,０００円、公民

館整備費補助金に７５万４,０００円、その他、人事異動等に伴う人件費４１１万

円を増額補正するものであります。 

  地方債では、起債の限度額が臨時財政対策債では、３億２,６１６万７,０００円。 

  自然災害防止事業債では、８,３２０万円。 

  防災基盤整備事業債では、９０万円にそれぞれ変更されております。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略をいたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 
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  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案５３号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算(第

３号)について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第５３号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算(第３号)につ

いて」 

  本議案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ９８万４,０００円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ３８億９,６８３万円とするものであります。 

  補正内容は、歳入において一般被保険者国民健康保険税を１３９万４,０００円

追加補正するものと、国県支出金や交付金等の額の決定による予算整理が主なもの

であります。 

  歳出においては、後期高齢者支援金等に２２万５,０００円を追加し、介護納付

金から１,２０１万８,０００円を減額、平成２７年度保険給付費等の精算に伴う償

還金１,１７９万５,０００円、退職被保険者償還金１２９万３,０００円が主なも

のであります。 

  また、平成２７年度決算額の確定により、前年度繰上充用金から３８万８,００

０円を減額補正し、予算整理するものであります。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略をいたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論はなしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 
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  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１０、議案第５４号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予

算(第２号)について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第５４号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)に

ついて」 

  本議案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ１,２５０万１,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１７７万３,０００円とするものであります。 

  主な補正内容は、歳入では後期高齢者医療保険料滞納繰越分を６５４万２,００

０円、繰越金を５８６万９,０００円、それぞれ追加補正するものであります。 

  歳出では、平成２７年度の保険料滞納繰越額の歳入確定に伴い、後期高齢者医療

広域連合納付金７６２万１,０００円の追加補正と過誤納付還付金４８８万円が主

なものであります。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方はご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１１、議案第５５号「平成２８年度篠栗町水道事業会計補正予算(第２号)
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について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○予算特別委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第５５号「平成２８年度篠栗町水道事業会計補正予算(第２号)について」 

  本議案は、既決の予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額から改良費の

補正に伴い、資本的支出２,１７４万円を追加し、資本的支出の予定額を１億６,４

８７万９,０００円とするものであります。 

  資本的収入の予定額は１,０００円で、資本的支出額に対し不足する１億６,４８

７万８,０００円は、損益勘定留保資金などで補填するものであります。 

  詳細につきましては、予算特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方のご起立を願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１２、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 

  総務建設、文教厚生、両常任委員長から会議規則第７５条の規定により、タブレ

ットに掲載の申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設、文教厚生、両常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査に

することにご異議ありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、総務建設、文教厚生、両常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続
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調査とすることに決定いたしました。 

  ここで、招集日に配付しておりました常任委員会の閉会中の調査結果について、

質疑があればお受けいたします。 

  質疑はありませんか。 

  無いようですので、質疑を終わります。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句・数字等の整理・訂正につきましては、会議規則

第４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますがご異議ありませ

んか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句・数字等の整理・訂正は、議長に委任していただく

ことに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の日程は、全て終了いたしました。 

  ここで町長何か発言することがありましたら、許可いたします。 

  三浦町長。 

○町長(三浦 正) 平成２８年第３回定例会の閉会にあたり、ご挨拶申し上げます。 

  長期間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

  人事案件３件、条例の制定１件、平成２７年度一般会計、特別会計の決算の認定

について３件、流域関連公共下水道事業及び水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定について２件、平成２８年度補正予算４件の上程いたしました１４議案のうち、

１３議案について可決承認いただきましたことに感謝申し上げます。 

  継続審査となりました議案第４６号「篠栗町下水道条例の一部を改正する条例の

制定について」は、今後の下水道事業の経営安定化のための使用料増額改定という

下水道区域内住民の皆様にとっては大変重要な案件であります。 

  文教厚生委員会でいただいたご意見を踏まえ、早速１０月に再度住民説明会を開

催いたします。７月に開催いたしました際はクリエイト篠栗にて行いましたが、次

回は校区ごとに、篠栗中学校、篠栗北中学校、尾仲公民館にて開催し、住民の皆様

へさらなる説明の機会を持ちたいと考えておりますので、何とぞよろしくお願いい

たします。 

  開会挨拶の中でも申し上げましたが、平成２７年度決算監査報告での監査委員の

ご意見のとおり、経常収支比率や財政力指数を改善することは大きな課題でござい

ます。 
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  それぞれの指数、指標、上昇の鍵となります経常一般財源の増加、或いは基準財

政収入額の上昇に資する手だてを「篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」実行

の中でしっかりと具体化し、自主財源の増加によって、両指標ともに糟屋地区市町

平均値に近づきたいと考えております。 

  「篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」については、策定から１年が経過す

る時点でＰＤＣＡサイクルに基づく検証を行い、残り３年半での目標達成に向けて

さらに力強く推進してまいる所存でございます。 

  何とぞよろしくお願いいたします。 

  本定例会において、前年度の総括とも言える決算認定の議会審議をいただき、い

ただいたご意見を踏まえて、平成２８年度当初予算に盛り込んだ諸施策について着

実に完了するよう努力してまいります。 

  また、年度の継続性を重視する中で、翌年度以降に篠栗町が取り組むべき課題を

検討する時期に来ております。 

  町執行部では、１０月から各課において素案をまとめ、来年１月までに平成２９

年度の事業項目案を固めてまいりますので、議員各位におかれましては、議会の場

に限らず、各課にお立ち寄りいただき、日ごろからお考えの町の課題について、ご

意見を賜ればありがたいと存じます。 

  何とぞよろしくお願いいたします。 

  最後に、今後とも町職員一丸となって、篠栗町の諸課題の解決と自主財源の拡大

を目指して、篠栗町の自立のために努力してまいりますので、議員の皆様におかれ

ましては引き続きご指導、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、篠栗町議

会平成２８年第３回定例会の閉会の挨拶といたします。 

  長期間のご審議、誠にありがとうございました。 

  そして、この４年間どうもありがとうございました。 

○議長（阿部 寛治） 本日の会議を閉じます。 

  これをもちまして、平成２８年第３回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１０時４３分 
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